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自分の健診結果から生活を見直し健康を守りましょう

肝臓の仕事から糖尿病予防を考える

　
昔
か
ら
「
肝
心
要
」
と
か
「
肝

腎
要
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
る

く
ら
い
、「
肝
臓
」
は
人
体
の
中
で

と
て
も
大
切
な
「
か
な
め
」
の
臓

器
と
理
解
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
生
命
活
動
に
と
っ
て

大
切
な
３
つ
の
栄
養
素
の
炭
水
化

物
と
タ
ン
パ
ク
質
は
小
腸
か
ら
吸
収

さ
れ
門
脈
と
い
う
特
別
な
肝
臓
の

入
り
口
か
ら
入
っ
て
い
き
ま
す
。

　
も
う
ひ
と
つ
の
栄
養
素
で
あ
る

脂
肪
は
、
リ
ン
パ
管
か
ら
血
液
を
通

り
、
や
っ
と
肝
臓
に
入
っ
て
い
き
ま

す
。
肝
臓
に
入
る
前
に
余
っ
た
脂

肪
が
あ
る
場
合
は
、
脂
肪
の
倉
庫

の
細
胞
が
空
い
て
い
れ
ば
、
そ
こ
に

入
っ
て
腹
囲
や
体
重
を
増
加
さ
せ

ま
す
。

　
糖
尿
病
と
関
係
の
深
い
炭
水
化

物
の
ブ
ド
ウ
糖
が
、
肝
臓
の
化
学

工
場
で
、
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ

製
品
に
な
り
、
ま
た
回
収
、
リ
サ

イ
ク
ル
し
て
い
る
の
か
を
左
の
イ
ラ

ス
ト
に
表
し
て
い
ま
す
。

肝臓の仕事
と

糖尿病の話

か
ん
じ
ん
か
な
め

か
ん

じ
ん
か
な
め

血
　
液

K U S A B A  H A I S E N

草
場 

佩
川

く
さ

ば

は
い

せ
ん

その

9

没
後
1
5
0
年
記
念
行
事

草場佩川の会

問い合わせ 草場佩川の会 桑原峰俊　☎75−6824

　

慶
應
三
年
（
一
八
六
七
）
十
月

二
十
九
日
。
八
十
一
歳
で
そ
の
生

涯
を
閉
じ
た
草
場
佩
川
の
墓
は
、

称
念
寺
（
佐
賀
市
呉
服
元
町
）
と

大
古
場
墓
地
に
あ
り
ま
す
。

　

大
古
場
墓
地
は
、
多
久
町
撰
分

に
あ
り
、
県
道
（
武
雄
多
久
線
）

と
高
速
道
路
が
交
差
し
た
撰
分
橋

の
す
ぐ
北
側
の
道
を
、
高
速
道
路

に
沿
っ
て
西
側
に
約
五
百
メ
ー
ト

ル
進
ん
だ
山
の
中
腹
に
あ
り
ま

す
。
そ
こ
か
ら
は
、
佩
川
の
生
家

跡
地
や
聖
廟
が
一
望
で
き
ま
す
。

　

佩
川
の
墓
は
、
そ
の
駐
車
場
か

ら
雑
木
林
の
中
の
坂
道
を
上
り
つ

め
た
所
に
あ
り
、
草
場
家
の
墓
所

と
し
て
、
妻
仁に

志し

や
息
子
船せ

ん

山ざ
ん

、

孫
金き

ん

臺だ
い

た
ち
と
並
ん
で
東
の
方
角

を
向
い
て
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

墓
碑
銘
は
、
明
治
二
年
十
月
、

弘
道
館
教
授
武た

け

富ど
み

南な
ん

の
撰
文
と

息
子
草
場
廉れ

ん（
船
山
）の
書
に
よ
っ

て
記
さ
れ
、
佩
川
の
功
績
を
今
に

伝
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
に
は
、
古こ

賀が

精せ
い

里り

に
従
っ

て
朝
鮮
通
信
使
と
接
し
、
そ
の

才
能
を
発
揮
し
た
こ
と
や
、
東
原

庠
舎
や
弘
道
館
で
の
職
責
を
果
た

し
、
幕
府
か
ら
昌し

ょ
う

平へ
い

黌こ
う

教
授
の
誘

致
を
受
け
る
も
病
と
称
し
て
断

り
、
そ
の
学
問
の
功
績
に
褒
賞
を

賜
っ
た
こ
と
、
城
内
で
講
義
を
行

い
直な

お

正ま
さ

公
よ
り
杏ぎ

ょ
う

葉よ
う

紋も
ん

の
上
下
服

（
紋
付
袴
）
を
賜
っ
た
こ
と
な
ど

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

戦
前
ま
で
は
、
学
校
の
遠
足
で

佩
川
の
墓
参
り
が
行
わ
れ
て
い
た

そ
う
で
す
が
、今
で
は
忘
れ
ら
れ
、

参
ら
れ
る
人
も
ほ
と
ん
ど
な
い
よ

う
で
す
。
役
人
、
学
者
、
文
人
、

教
育
者
と
し
て
活
躍
し
た
佩
川
を

偲
び
、
没
後
百
五
十
年
の
こ
の
機

に
、
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。�（
文
責　

松
尾
久
一
）

い

草
場
佩
川
の
墓
所
を
た
ず
ね
て

佩川と草場家累代の墓（大古場墓地）

2017.9 1010

連
　
載

母
と
子
の
サ
ロ
ン

　

７
月
１１
日
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
開
催
し
ま
し
た
。
新
聞
紙
や
う
ち
わ

な
ど
身
近
な
も
の
を
使
い
、
親
子
で
楽

し
く
遊
び
ま
し
た
。
元
気
で
パ
ワ
フ
ル

な
講
師
の
森も

り

恵え

美み

さ
ん
の
も
と
、
笑
顔

が
た
え
な
い
講
座
に
な
り
ま
し
た
♪

　

次
回
は
９
月
１２
日
㈫
に
親
子
ダ
ン

ス
を
開
催
し
ま
す
。
親
子
で
楽
し
く

ダ
ン
ス
を
し
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま

し
ょ
う
！

【
講　

師
】
岩い

わ

本も
と

加か

寿ず

子こ

さ
ん

【
時　

間
】
１０
時
～
１２
時

【
参
加
費
】
無
料

【
持
ち
物
】
飲
み
物

　

動
き
や
す
い
格
好
で
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

《
母
と
子
の
サ
ロ
ン
》

【
日　

時
】
毎
週
火
曜
日　

１０
時
～
１２
時

【
対　

象
】
０
歳
～
就
学
前
ま
で

【
参
加
費
】
無
料

　

第
３
火
曜
日
は
保
健
師
に
よ
る

身
体
測
定
（
１０
時
３０
分
～
１１
時
３０

分　

※
母
子
手
帳
持
参
）

《
す
こ
や
か
タ
イ
ム
》

【
日　

時
】
毎
週
土
曜
日　

１４
時
～

【�
対　

象
】
小
学
生
、
幼
児

　
　
　
　
　
（
幼
児
は
保
護
者
同
伴
）

【
参
加
費
】
無
料

　

第
１
、２
、４
土
曜
日
は
要
予
約

　

定
員
１０
人

　

児
童
館
ま
た
は
電
話
で
受
付

９ 月

２ 日㈯ すこやかタイム・
ロケット作り 児童館

５日㈫ 母と子のサロン・
読み聞かせ 児童館

７日㈭ 絵本読み聞かせ 子育て支援
センター

９日㈯

すこやかタイム・
牛乳パックホイッスル作り

児童館
こども料理教室
※要予約

１２日㈫ 母と子のサロン・
親子ダンス 児童館

１３日㈬ あかちゃんひろば 子育て支援
センター

１５日㈮ 子育てイベント「食育」子育て支援センター

１６日㈯ すこやかタイム・
メルヘンタイム 児童館

２０日㈬ 母と子のサロン・
お誕生会

児童館・
子育て支援
センター

２３日㈯ すこやかタイム・
おりがみ遊び 児童館

２６日㈫ 母と子のサロン・
ミニミニ運動会 児童館

３０日㈯ すこやかタイム・
スライム作り 児童館

問い合わせ 児童館　☎75−6621　／　子育て支援センター「でんでんむし」　☎37−1117

『児�童センター催しのご案内』…　夏休みには、小学生夏休み教室や人形劇などを催し、たくさんの子ども達が来館。とても賑や
かでした。秋も、多久まつりへの参加、スマイルフェスタなどたくさんのイベントを開催しますのでお楽しみに！また、児童
センターのホームページをリニューアルし、随時情報を発信していますので、チェックしてください♪


